
用
言
の
活
用
一　

カ
行
変
格
活
用　

問
題

設
問
一

１
．
カ
行
変
格
活
用
動
詞
「
来
」
の
未
然
形
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

２
．
カ
行
変
格
活
用
動
詞
「
来
」
の
連
用
形
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

３
．
カ
行
変
格
活
用
動
詞
「
来
」
の
終
止
形
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

４
．
カ
行
変
格
活
用
動
詞
「
来
」
の
連
体
形
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

５
．
カ
行
変
格
活
用
動
詞
「
来
」
の
已
然
形
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

６
．
カ
行
変
格
活
用
動
詞
「
来
」
の
命
令
形
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

設
問
三

　

次
の
文
中
の
傍
線
部
は
い
ず
れ
も
カ
行
変
格
活
用
動
詞
「
来
」
で
す
。
活
用

形
は
何
形
か
書
き
な
さ
い
。

１
．
人
ど
も
き
と
ぶ
ら
ひ
け
れ
ど（
人
々
が
来
て
お
見
舞
い
を
述
べ
た
け
れ
ど
も
）

　
【
宇
治
・
絵
仏
師
良
秀
】

２
．「
い
づ
ら
、猫
は
。
こ
ち
ゐ
て
こ
。」（
ど
こ
、猫
は
。
こ
ち
ら
へ
連
れ
て
来
い
。）

　
【
更
級
】

３
．
秋
き
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
（
秋
が
来
た
と
目
に
は
は
っ
き

　

り
と
見
え
な
い
け
れ
ど
も
）【
古
今
・
秋
】

４
．
寝
た
る
よ
し
に
て
、
い
で
く
る
を
待
ち
け
る
に
（
寝
た
ふ
り
を
し
て
、
で

　

る
の
を
待
っ
て
い
た
と
こ
ろ
）【
宇
治
・
稚
児
の
空
寝
】

５
．
今
日
こ
ず
は
明
日
は
雪
と
ぞ
消
え
な
ま
し
（
今
日
来
な
い
な
ら
ば
明
日
は

　

雪
の
よ
う
に
消
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
に
）【
古
今
・
春
】

６
．
月
な
が
め
て
居
た
る
ほ
ど
に
、
人
の
入
り
く
れ
ば
（
月
を
ぼ
ん
や
り
と
眺

　

め
て
座
っ
て
い
た
時
に
、
人
が
入
っ
て
来
る
の
で
）【
和
泉
・
月
明
き
夜
】

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

設
問
二

　

カ
行
変
格
活
用
動
詞
「
来
」
の
活
用
表
を
平
仮
名
で
作
成
し
な
さ
い
。

【
解
答
欄
】

設
問
一

１
．　
　
　
　
　
　
　

２
．　
　
　
　
　
　
　

３
．

４
．　
　
　
　
　
　
　

５
．　
　
　
　
　
　
　

６
．

　
設
問
二

設
問
三

１
．　
　
　
　
　
　
　

２
．　
　
　
　
　
　
　

３
．

４
．　
　
　
　
　
　
　

５
．　
　
　
　
　
　
　

６
．



用
言
の
活
用
一　

カ
行
変
格
活
用　

解
答

未
然
形

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

こ

き

く

く
る

く
れ

ここ
よ

【
解
答
欄
】

設
問
一

１
．　

こ　
　
　
　
　

２
．　

き　
　
　
　
　

３
．　

く

４
．　

く
る　
　
　
　

５
．　

く
れ　
　
　
　

６
．　

こ
・
こ
よ

設
問
二

設
問
三

１
．
連
用
形
。

２
．
命
令
形
。
未
然
形
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
文
末
は
終
止
形

　

か
命
令
形
が
原
則
で
す
。

３
．
連
用
形
。

４
．
連
体
形
。
な
お
、練
習
の
た
め
「
く
る
」
だ
け
に
傍
線
を
付
け
て
い
ま
す
が
、

　

本
来
は
「
い
で
く
る
」
で
一
つ
の
動
詞
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
す
。

５
．
未
然
形
。
命
令
形
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
命
令
形
は
文
末

　

で
使
わ
れ
る
表
現
で
す
。

６
．
已
然
形
。


